
 
 
 
 

 

 

 

夏休みが終わり、補習校の２学期が今日から始

まりました。（Ｗ校幼初等部は９月７日です。）６

月末から夏休み中に４１名が、帰国や転居等で補

習校を去って行きました。補習校という性格上、

多くの出会いと別れを繰り返すことは宿命ともい

えます。新しい環境でのますますの活躍を祈るば

かりです。 

今日まで２７名のスクリーニングを終え、さら

に１２名のスクリーニングを予定しています。そ

の他にも見学希望が数件あり、最終的な在籍数は

１学期とあまり変わらない見込みです。 

転入生の中には海外生活経験のあるお子さんも

いましたが、ほとんどが初めて日本以外での生活

を迎えることになりました。私と坂口教頭先生で

全てのお子さんと面接させていただきましたが、

どのお子さんもはきはきと自分の気持ちを語って

くれました。アメリカという異国の地に来て、嬉

しいのと不安とが入り交じった気持ちというのが

正直なところのようです。まずは、英語という言

葉の壁に立ち向かわねばなりません。月曜から金

曜日までの英語環境という現地校生活でのストレ

スは、かなり大きいでしょう。 

そして土曜日、補習校で伸び伸びと日本語で友

達と交流して、ストレスを解消してほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省では、補習授業校とは、 

「海外に数年間在留して現地校国際学校などに通

学する日本人の子どもに対し、（中略）再び帰国し

国内の学校に編入した際にスムーズに適応できる

よう、（中略）基礎基本を習得するための授業を国

内で使用する教科書を用いて、日本語により行う

とともに、日本の学校の学習習慣や生活習慣など

を指導し、併せて日本の学校文化を体験させるこ

とを目的とする教育機関」としています。 

ニューヨーク補習校は、世界に２０５校ある補習

校の一つで、ニューヨーク日本人教育審議会という

在ＮＹ日系企業により組織された任意団体が経営す

る私立の教育機関です。授業料を徴収するところは

私学そのものですが、上記の目的を達成するために

日本政府より様々に経済的支援、人的支援を受けて

います。そのため、「公立的な学校性格」を有すると

も言われています。 

もとより、週１回土曜日の数時間の授業で、国語と

算数数学の教科書を１冊終えるのですから、学習内容

も精選のうえスピードも要求されるところです。その

ため家庭学習（課題）の量も多くなります。現地校と

の両立は大変ですが、ここは、ご家庭で協力態勢を作

り、乗りきってください。「家庭は第２の教室、親は第

２の教師」とも言われますが、日本語のベースの維持

向上には、家庭での日本語環境こそが大切です。ご理

解ご協力をお願いいたします。 
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夢のふくらむ学校

① 初中等部の皆さん→「第 10回花王国際こども環境絵画コンテスト」 
（９月３日必着）※各ご家庭で応募ください。 

② 中高等部の皆さん→「ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト２０１９」 
（校内締め切りは８月３１日） 

③ 初等部中等部の皆さん→「東京 2020オリンピック・パラリンピックに向けたポスター募集」 
（校内締め切りは９月２１日） 

 

Ｗ校初等部１年生の授業風
景 

改めて補習授業校の役割とは？ 
２学期が始まりました。 

 

ＬＩ校運動会「パン食い競争」 


